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第３四半期の業績は「増収減益」となりました。

売上高は、＋１２.４％増の１兆３，８７５億円となりました。これは、
「ガスセグメント」における原料費調整に伴う、都市ガス単価増が主な要因
です。

営業費用は、＋１５.６％増の１兆３，４９９億円となりました。これは、
「ガスセグメント」における原油価格上昇等に伴う、原材料費増が主な要因
です。

この結果、営業利益は▲４３.４％減の３７５億円、
経常利益は▲２４.１％減の４６２億円となり、特別損益において、有価証
券売却益＋３６億円を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は、
▲２０.３％減の３３８億円となりました。
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ガス販売量についてご説明いたします。

第３四半期のガス販売量は、＋１.２％増となりました。
４月の高気温等、気温影響やお客様件数減により家庭用で▲６.９％減少し
たものの、工業用で＋１０.４％増となりました。これは主に発電専用の顧
客獲得によるものです。
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電力販売量についてご説明いたします。５ページをご覧ください。

第３四半期の電力販売量は、全体では＋１３.２％増となりました。
小売においては、契約件数の増加や収益認識基準変更により、＋７.５％増
となりました。
卸他については、新電力等への販売増加により＋１７．１％増となりました。
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セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント利
益とその増減を記載しております。

セグメント利益については、▲３６.９％減の４２０億円となりました。
「海外セグメント」における＋１９４億円増が全体利益を押し上げたものの、
「ガスセグメント」における▲４８０億円減により、全体で減益となりまし
た。
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ガスセグメントの▲４８０億円の減益は、原料価格の変動に伴うスライドタ
イムラグの悪化による粗利減、減価償却費増等による固定費増等が主な要因
です。

電力セグメントは、小売り件数増等による増益があったものの、フレーム影
響等による粗利減により、▲３２億円の減益となりました。

海外セグメントは、北米上流事業会社の連結化や油価上昇伴う豪州上流プ
ロジェクトの利益増等により、＋１９４億円の増益となりました。

不動産セグメントは、田町稼働にともなう賃貸料収入増等による利益増によ
り、＋６２億円の増益となりました。
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２０２１年度通期につきましては、「増収増益」と見通しております。見通
しの前提となる１月以降の経済フレームは、原油価格については
１バレル７０ドルから７５ドルに、為替レートについては１１０円から１１
５円に変更しています。

売上高は＋６．１％増の２兆９００億円と見通しております。これは、「ガ
スセグメント」における、原料費調整に伴う都市ガス単価増、都市ガス販売
量増等が主な要因です。

営業費用は＋６．１％増の１兆９，８５０億円と見通しております。これも
原油価格上昇に伴う原材料費増、都市ガス販売量増等が主な要因です。

この結果、営業利益は＋５．０％増の１，０５０億円、
経常利益は＋１０.８％増の１，０３０億円となり、
親会社株主に帰属する当期純利益は、＋１３.４％増の７６０億円と見通し
ております。

9



ガス販売量は、前回見通しとの対比で＋４.７％増を見込んでいます。主に
発電専用のお客さまにおける稼働増等、工業用における販売量増を見込んで
おります。
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電力販売量についてご説明いたします。

電力販売量は、前回見通しとの対比で＋３.４％増を見通しており、主に卸
他の販売量増を見込んでおります。
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セグメント別の売上高および利益の見通しと、前回見通しに対する増減を記
載しております。

セグメント利益は前回見通しに対して＋６.0％増の１，０９９億円と見通し
ております。「ガスセグメント」における＋９１億円増、「海外セグメン
ト」における＋５５億円増が、「電力セグメント」の▲８０億円減を補いま
した。

12



セグメント利益の主な増減要因について、次のページで説明いたします。

ガスセグメントの＋９１億円の増益は、スライドタイムラグの拡大が主な要
因です。原油価格上昇に伴う原材料費増により、期ずれは悪化するものの、
LNGの日本着平均輸入価格（ＪＬＣ）に対して競争力のある調達により補う
見通しです。

電力セグメントは、主にＪＥＰＸ価格高騰影響等に伴う粗利減により、

▲８０億円の減益を見通しています。

海外セグメントでは、フレーム変更に伴う豪州・北米上流プロジェクトの利
益増等により、＋５５億円の増益を見通しています。
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前年度実績との比較、主な増減要因について記載しております。セグメント
利益は、対前年＋３８.８％増の１，０９９億円と見通しております。
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前年度経常利益からの主な変化要素ごとの、利益増減見通しを図示ししてお
ります。
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２０２１年度におけるキャッシュフローの使途の見通しをお示ししておりま
す。
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連結ベースの主要計数を掲載しております
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巻末には、参考資料として経済フレーム感度表に加え、原油価格・為替レー
ト、本年度の本日までの主なプレスリリース、主な海外投資案件等を掲載し
ております。
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